むしろ かさ き 

このお なじ 店が、 筵 三枚、 三 軒ぶ り。 笠 被た 女が 二 

ほお かぶ ま ご おやじ 

人並んで、 片端に 頰 被りした 馬 土の ような 親 仁が 一人。 

はじ くだん 

で、 一 方の 端の 所に、 件 の 太 H 若が、 緦に 蜘蛛の巣 を懸 

まかりいで 

けて 罷出 た。 

「これ、 何 さあ ご 

「美しい 衣服 じ やが 買わん かね ご と 鼻 を ひこつ かす。 

いくつ とし こども 

幾 歳になる …… 空の 年紀が 分らない。 小児の 時から 

ひと 

大人の ようで、 大人に なっても 小児に 斉しい。 彼 は、 

元来、 この 町に、 立派な 玄関 を 磨いた &師 のうちの、 

書生 兼 小 使、 と 云う が、 それほどの 用に は 立つまい、 

いそうろう 

ただ 大食いの 食客。 



や はかま ところ 

世間体に も、 容体に も、 痩せても 袴と ある 処を、 

しま まえだれ し くいこ ぼ 

毎々 薄汚れ た 縞の 前垂 を X めて いたの は 食 溢し が 激し 

やしき よそ 

いからで —— この頃 は 人 も 死に、 邸 も 他の ものに なつ 

いしゃ こども 

た。 その 医師と いうの は、 町内の 小児の 記憶に、 もう 

可な りの 年輩だった が、 色の 白い、 指の 細く 美しい 人 

で、 ひどく 権高な、 その 癖婦 のように、 口 を 利く のが 

優しかった。 …… 細君 は、 赭ら 顔、 横ぶ とりの 肩の 広 

おお まるまげ めじり あぶら ほお 

い 大円 髭。 眦が 下って、 脂ぎった 頰へ、 こう …… い 

つで もばら ばらとお くれ 毛 を 下げて いた。 下婢から 成 

めかけ まこと 

上った とも 言う し、 妾 を 直した の だと も 云う。 実の 

ごしんぞ かど 

御新造 は、 人 づき あい はもと よりの 事、 門、 背戸へ 姿 



る、 女の 声で、 キイ キイと 笑う のが、 あたかも 樹の 上、 

雲の 中 を 伝うよう に 大空に 高く 響いて、 この 町 を 一 ニニ 

ゆきき 

度、 四 五た び、 風に 吹 廻され て 往来した 事が ある …… 

とおりま い き 

通 魔が すると 恐れて、 老若、 呼吸 を ひそめた が、 あと 

うち 

で 聞く と、 その 晚、 斎 木 (医師の 姓) の 御新造が 家 を 

さまよ からだ やしろ 

抜 出し、 町内 を 彷徨って、 疲れ果てた 身体 を、 社の 鳥 

さつ きぬ うろこ はだえ 

居の 柱に、 黒髪 を 颯と 乱した 衣 は 鱗の、 膚の 雪の、 

いなびかり まっさお 

電光 に 真 蒼な のが、 滝 をな す 雨に 打た れつ つ、 怪しき 

うお みぶるい おって 

魚の ように 身 震して 跳ねた の を、 追手が 見つけて、 

いしゃ ひつぎ 

医師の その 家へ かつぎ 込んだ。 間もなく 枢 という 四 

ばり まないた の 

方 張の 俎 に 載せて 焼かれて しまった。 斎 木の 御新造 



あらし うしお 

は、 人魚に なった、 あの 暴風雨 は、 北海の 浜から、 潮 

が迎 いに 来たの だと 言 つ た —— - 

その 翌月、 急病で 斎 木 国手が 亡くなった。 あと は 

散々 である。 代診 を 養子に 取 立てて あつたの が、 成 上 

りの その 肥満 女と、 家蔵 を 売って 行方 知れず、 …… 下 

ともがら つか ふくろう 

男 下女、 薬局の 輩 まで。 勝手に 摑み 取りの、 梟 に 

枯葉で 散り散り ばらばら。 …… 薬 臭い 寂しい 邸 は、 冬 

の 日 売 家の 札が 貼られた。 寂とした 暮方、 …… 空地の 

みずたま リ ようじん みず はきだめ ごみす てば 

水 溜 を 町の 用心 水に して ある 掃 溜の 芥棄 場に、 枯れ 

ちょうちん 

た 柳の 夕 霜に、 赤い 鼻 を、 薄 ぼんやりと、 提灯の ごと 

くぶら 下げて 立って いたの は、 屋根から 落ちた か、 



もく わか 

空 若 どの。 …… 親 は 子に、 杏介と も 杏蔵と も 名 づけ は 

しない。 待て、 御 典 医であった、 彼のお 祖 めさん が 選 

もく のじよう 

ん だので、 本名 は 杏之丞 だそう である。 

—— 時に、 木の 鳥居へ 引返そう。 

二 

ここに、 空 若が その 怪しげなる 蜘蛛の巣 を 拡げて い 

る、 この 鳥居の 向う の 隅、 以前 &師の 邸の 裏門の あつ 

つかい とき 

た処 に、 むかし 番太郎 と 言って、 町内の 走り 使 人、 斎、 

ふれまわ こうでん くばり ある 

非 時の 振 廻り、 香奠が えしの 配 歩行き、 秋の 夜番、 冬 



「さとから じ や、 ははん ご と、 ぼんと 鼻 を 鳴らす よう 

せき ばら い こいつ 

な 咳 払 をす る。 此奴が 取 澄まして いかにも 高慢で、 

おきな さ 

且つ 翁 寂び る。 争われぬ の は、 お祖父さんの 御 典 医 か 

ら、 父 典 養に 相伝して、 脈 を 取って、 ト 小指 を 刎ねた 

時の 容体と 少しも 変らぬ。 

空 若が、 さとと 云う の は、 山、 村里の その 里の 意味 

でない。 註 を すれば 里より は 山の 義で、 字に 顕 せば 

ふるさと さ と 

故郷になる …… 実家になる。 

ぜん こども あつま 

八 九 年前晚 春の 頃、 同じ この 境内で、 小児が 集 つて 

m を 揚げて 遊んで いた —— 太 h 若 は 顧の 大きい 坊主頭で、 

誰よりも 群 を 抜いて、 の ほんと 脊が 高い のに、 その 楊 



おし 

げる ffl は 糸 を 借んで、 一 番 低く、 山の 上、 松の 空、 桐 

こすえ さるす ベ リ 

の 梢と ある 中に、 わずかに 百日紅の 枝と すれすれな 

所 を 舞った。 

大風 来い、 大風 来い。 

い や 

小 HI は 可ぎ 可 

幼い 同士が 威勢よ く 唄う 中に、 杏 若 はた だ 一 人、 寒 

そうな 懐手、 糸卷を 懐中に 差込んだ まま、 この 唄に は 

むずむずと 襟を摺 つて、 頭を掉 つて、 そして 面 打って 

舞う 己が 砜に、 合点 合点 をして 見せて いた。 

おうま さつ 

…… にもかかわらず、 烏が 騒ぐ 逢 魔が 時、 颯と 下し 

た 風 も 無い のに、 空 若の その 低い 砜 が、 懐の 糸 巻 をく 



るりと 空に 巻く と、 キリ キリと 糸 を 張って、 ーッ 星に 

颯と 外れた。 

「魔が 来たよう ご 

てんぐ 

「天狗が 取った あご 

おび こども どんぐ リ 

ヮッと 怯えて、 小児た ちの 逃散る 中 を、 団栗の 転が 

るよう に 太 H 若 は 黒くな つ て、 砜の影 を どこまでも 追掛 

けた、 その 時から、 行方 知れず。 

五日 目のお なじ 晩方に、 骨ば かりの W を 提げて、 やつ 

ぱリ 鳥居 際に ぼんやりと 立って いた。 天狗に 攫われた 

と いう 事で ある。 

それから 時々、 三日、 五日、 多い 時 は 半月ぐ らい、 



月に 一度、 あるいは 三月に 二度 ほどず つ、 人間界に 居 

なくなる のが 例年で、 いっか、 その あわれな 母の そう 

した 時 も、 太 H 若 は 町に は 居なかった のであった。 

「どこへ 行って ござ つたの ご 

町の 老人が 問う のに 答えて、 

「実家へ だよう ご 

と、 それ 言う ので ある。 この 町から は、 間に 大川を 

一 つ 隔てた、 山から 山へ、 峰続き を 分 入る に 相違ない、 

魔の 棲む の は そこ だ と言うから。 

「お 実家 は ど こじゃ。 どういう 人が 居さつ しゃる ご 

「実家の 事 かねえ、 ははん ご 



きじ こがら 

木の実 時な リ、 実り 頃、 実家の 土産の 雉、 山鳥、 小雀、 

やまがら しじゅうから ま 

山 雀、 四十雀、 色 どり の 色 羽 を、 ばらばらと 辻に 撒き、 

ひさし 

廂 に 散らす。 ただ、 魚類に 至 つ て は、 金魚 も 目高 も 決 

して 食わぬ。 

きのこ おそろ 

最も 得意な の は、 も 一 つ 茸で、 名 も 知らぬ、 可 恐し 

ふるさと おどろお どろ くさびら 

い、 故郷の 峰 谷の、 蓬 々 しい 名の 無い 菌 も、 皮づ 

あん こぼ たもと 

つみの 餡ころ 餅 ぼたぼたと 覆す がごと く、 抉に 襟に 

溢れさして、 山野の 珍味に 厭かせた まえる 殿様が、 こ 

れに ばかり は、 露の ような よだれ を垂 し、 

やわ やわ あ- ら 

「牛肉の ひれ や、 人間の 娘より、 柔々 として 膏が 滴る 

うま い 

…… 甘味 ぞの ッ。」 



す さま 

は 凄じい。 

きのこ たしな 

が、 かく 菌を嗜 むせいだ ろうと 人 は 言った、 まだ 

空 若に 不思議な の は、 日 南で は、 影 形が 薄 ぼやけて、 

きもの しまめ はっきり 

陰で は、 汚れた どろどろの 衣の 縞 目 も 判明す る。 … 

くわ に あきら 

…委しく 言えば、 昼 は 影法師に 肖て いて、 夜 は 明かな 

のであった。 

やまぐ み やまぶどう 

さて、 店 を 並べた、 山 茱萸、 山葡萄の ごとき は、 こ 

しにせ かか あし 

の 老舗に は 余り 資本が 掛らな 過ぎて、 恐らくお 銭に な 

るまい と 考えたら しい。 で、 精一杯に 売る もの は。 

「何 だい、 こり や！」 

ベ , へ 

「美 ！ - V ！ -、 わ カレ 」 



「塩 を 持て、 塩 を 持て。」 

塩 どころ じ やない、 百日紅の 樹を 前にした、 社務所 

すまい いしき ふと 

と 別な 住居から、 よちよち、 臀を 横に 振って、 肥った 

おお まるまげ か みずごり 

色白な 大円 髭が、 夢中で 龃 けて 来て、 一 子の 水垢離 を 

..: て まや あおむ 

留めよう として、 身 を梔に 逸る の を、 仰向けに、 ドン 

と 蹴倒いて、 

「汚れ ものが、 退り おれ。 —— 塩 を 持て、 塩 を 持てい ご 

いや、 小児 等 は 一 すくみ。 

あの 顔 一 目で 縮み 上る …… 

が、 大人に 道徳と いう は そぐ わぬ。 博学 深 識の従 七 

位、 花咲く 霧に 烏帽子 は、 大宮人の 風 晴 が ある。 



おいず り とも かくあんどん 

中に 荒 網の 太いので、 笈摺 めかいて、 灯した 角行 燈 

を 荷った の は 天狗で ある。 が、 これ は、 勇し き 男の 獅 

なまめ ぎおんば やし よ 

子 舞、 媚 かしき 女の 祇園 囉子 などに 斉しく、 特に 夜に 

い ねりある 

入って 練 歩行く、 祭の 催 物の 一 つで、 意味 は 分らぬ、 

(やし こばば) と 称うる 若 連中の すさみで ある。 それ、 

ま ら 

腰に さげ、 帯に さした、 法螺の 貝と 横笛に 拍子 を 合せ 

て、 

、0- しこ、 ば、 ま、 、つ、 ま、 ま、 

、つま J- つま J- つ TTS ま 

火 を 一 つ 貸せ や。 

火 はま だ 打たぬ。 



あれ、 あの 山に、 火が 一 つ 見える ぞ。 

やし こばば、 う、 ま、 ま。 

；! つま A つま A つまま 

…… と 唄う、 ただ それだけ を 繰返しながら、 矢 を は 

ぎ、 斧 を 舞わし、 太刀 を かざして、 頤 から 頭な りに、 

首 を 一 つぐるり と 振って、 交る 交る に 緩く 舞う。 舞果 

さき リんぺ いとうし やうん ぬん 

てると 鼻の 尖に 指 を 立てて 臨 兵 闘 者 云々 と 九 字 を 切る _ 

一 体、 悪魔 を 払う 趣意 だと 云う が、 どうやら 夜陰の こ 

ぎょうて い ちみもう リ よう ほうふ つ 

の 業 体 は、 魑魅魍魎の 類 を、 呼出し 招き 寄せる に髡髴 

として、 実は、 希有に、 怪しく 不気味な ものである。 

かれら やしろ 

しかもち と 来よう が 遅い。 渠等は 社の 抜 裏の、 く 



から うつせみ 

この 行燈 で、 巣に 搦ん だいろ いろの 虫 は、 空 蟬のそ 

うすもの しまめ ひと リ むし あざやか 

の 羅 の 柳条 目に 見えた。 灯に 蛾 よりも 鮮明で あ 

る。 

但し 異形な 山伏の、 天狗、 般若、 狐 も 見えた。 が、 

ひときわ さき 

一 際 色 は、 空 若の 鼻の 頭で、 

「えら 美しい 衣服 じ やろ がな ご 

うごめ 

と蠢 かいて 言った 処は、 青竹 二 本に 渡した につけ 

たな また 

て も、 魔道に おける 七夕の 貸 小袖と いう 趣で ある。 

くろ あばた しわ ゆが にがわらい 

従 七 位の 摂理の 太夫 は、 黒 痘痕の 皺 を 歪めて、 苦笑 

して、 

I 白痴が。 今に はじめぬ 事 じ やが、 まず これが 衣類と 



がって、 頭 をコン とお 見舞 申そうと 思ったり や、 もう、 

すつ こ 抜けて、 坂の 中途の 樫の 木の下に 雨宿りと 澄ま 

してけ つかる。 

川端へ 着く と、 薄らと 月が 出た よ。 大川 はいつ も 

さつ ながれ 

より 幅が 広い、 霧で 茫 として 海 見た よう だ。 流の 上 

まんなか そう さ つき 

の 真中へ な、 小船が 一 艘。 II 先刻 ここで 木の実 を 

売って おった 婦 のよう な、 丸い 笠き た、 白い 女が 二人 

乗って、 川下から 流 を 逆に 泳いで 通る、 漕ぐ じ やねえ。 

底 蛇と 言うて、 川に 居る 蛇が 船に 乗ッ けて 底 を 渡る だ 

もの。 船頭なん か、 要る もの かい、 ははん ご 

と 高慢な 笑い 方で、 



敲 いて、 (お 先へ。) だってよ、 ベろ りと 赤い 舌 を 出し 

まつ リ 

て 笑って 谷へ 隠れた。 山路 は ぞろぞろと 皆、 お 祭礼の 

ぼん さま 

茸 だね。 坊主 様 も 尼 様 も 交って よ、 尼 は 大勢、 びし よ 

びしょびしょび しょと 湿った 所 を、 坊主 様 は、 すたす 

ゆ しめじた け きくらげ はリ たけ こうたけ 

た すたすた 乾いた 土 を 行く。 湿地 茸、 木 茸、 針 茸、 革 茸、 

いぐち しろた け 

羊肚 茸、 白 茸、 や あ、 一 杯 だ 一 杯 だ ご 

むしろ 

と 筵の 上 を 膝で 刻んで、 嬉しそうに、 ニヤ ニヤして、 

「初 茸なん か、 親孝行で、 夜遊び はいたし ません、 指 

を啣 えてい る だよ。 …… さあ、 お 姫様の 踊が はじま 

る ご 

と、 首 を 横に 棹って 手を敲 いて、 



ン、 テン。 あらず、 天狗の 囉 子であろう。 空 若の 声 を 

はる 力 

遥 に 呼 交す。 

「唄 は、 やし こばば の 唄なん だよ、 ひゆ うら ひゆ うら、 

ッ テン、 テン、 

やし こ、 まば、 うま、 ま、 

つま J- つま J- つまま 

火 を 一 つくれ や …… 」 

と、 唄う に 連れて、 囉 子に 連れて、 少しずつ 手足の 

しな みつ た 

科した、 三 個の この 山伏が、 腰 を 入れ、 肩 を 橈め、 首 

を 振って、 踊 出す。 太刀、 斧、 弓矢に 似 もっかず、 手 

足の こなし は、 しなやかな ものである。 



裸体に、 被いて、 大 旗の 下 を 行く 三人の 姿 は、 神官 

げ ルビ ィ サフ アイ ャ ダイヤモンド 

の 目に、 実に、 紅玉、 碧玉、 金剛石、 真珠、 珊瑚 を 星 

の ごとく 鏤 めた 羅 綾の ごとく 見えた ので ある。 

神官 は 高 足駄で、 よろよろ となって、 鳥居 を 入る と、 

すま い ゆ きざ はし あが 

住居へ 行かず、 階 を 上って 拝殿に 入った。 が、 額の 

下の 高 ii ベり の 畳の 隅に、 人形の ようになって 坐睡り 

ひ はかま み こ 

をして いた、 十四になる 緋の 袴の 巫女 を、 いきなり、 

きぬ は 

引立てて、 袴 を 脱がせ、 衣を剝 いだ。 …… この 巫女 は、 

おきて 

当年 初に 仕えた ので、 こうされ るの が捉 だと 思って 

自由にな つ たそうで ある。 

みやつ こ や 

宮 奴が 仰天した、 馬 顔の、 痩せた、 貧相な 中年 もの 



で、 かねて 吶 であった。 

「龙、 5^、 定、 ^> 定七 位、 七 立康、 何、 可、 何、 可 

蘑 」 

笏で、 ぴしゃりと 胸 を 打って、 

す さ 

「退り おろう ぞご 

で、 虫の 死んだ 蜘蛛の巣 を、 巫女の 頭 に 翳した ので 

ある。 

やしろ ぶぎょう うし とき まい リ 

かって、 山 神の 社に 奉行した 時、 丑の 時 参詣 を 谷へ 

蹴込んだり、 と告 つた、 大権 威の 摂理 太夫 は、 これ か 

ら 発狂した。 

くるわ げいこ よ 

—— 既に、 廓の 芸妓 三人が、 ある まじき、 その 夜、 



その 怪しき 仮装 をして 内証で 練った、 というの が、 

尋常 ごとで はない。 

十日 を 措かず、 町内の 娘が 一人、 白昼、 素 裸になつ 

かど 

て 格子から 抜けて 出た。 門から 手招きす る 空 若の、 あ 

の、 宝玉の 錦が 欲しい のであった。 余りの 事に、 これ 

は 親 さえ 組 留められず、 あれ あれと 追う 間に、 番太郎 

へ 飛込んだ。 

もくれん いくた リ 

巿の 町々 から、 やがて、 木蓮が 散る ように、 幾人と 

なく 女が 舞 込む。 

—— 夜、 その 小屋 を 見る と、 おなじような 姿が、 白 

かげろう 

い 陽炎の) J とく、 空 若の 鼻 を 取 巻 いている のであった _ 



大正 七 (一九 一八) 年 四月 
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